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 多義語の語義曖昧性解消(Word Sense Disambiguation, WSD)を行う際、一般的な手法で

は周辺の共起単語を特徴として利用する。しかし、周辺の単語には多義語が多く含まれるた

め、正確な語義識別が困難である。よって本研究では、単義語と共起関係にある多義語の語

義分布について分析を行い、単義語と共起する多義語がそれぞれ特定の語義を持ちやすい

のかを cos類似度と k-meansクラスタリングアルゴリズムを用いて調査した。初めに、単

義語に共起する多義語のベクトル分布を調査した結果、多義語ベクトルは同様の意味を持

つ単語同士で固まる傾向があり、単義語と共起する多義語のベクトルは語義識別に有効で

あることが分かった。ただし、多義語の種類によっては語義を確定する情報として不足する

可能性があることも分かった。次に、多義語に共起する単義語のベクトル分布を調査した。

その結果、単義語ベクトルは同様の意味を持つ単語同士で固まる傾向があることがわかり、

一部の単義語クラスタは語義識別に有効であることがわかった。しかし、共起頻度が高い単

義語でもその種類によっては多義語の語義を確定するには至らないものがあることも分か

った。ただし、このような単義語については文脈内の他の単義語などの情報を加えることに

よって補える可能性がわかったため、この点はさらに検証を続けていく必要がある。今後は、

単義語-多義語ベクトルに文脈内の他の単語の情報を追加した場合の語義識別の検証を行う

とともに、単義語と多義語の共起情報を使用した実際のWSD 手法を実現したいと考えてい

る。 

1.ψαϛτ

多義語のWSD を行う際、一般的な手法では周辺の共起単語が特徴として利用される。し

かし、周辺の単語には多義語が多く含まれるため、正しい語義識別ができない問題がある。

また、近年WSDの分野では word2vecを用いた単語の分散表現の研究が数多く行われてい

る。word2vecからは大量の文章データを基に単語間の意味関係をベクトルとして得ること
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